
平成２７年度 事務事業評価シート

5

2

Ⅰ

単位
基準値
Ｈ16

実績値
Ｈ25

％ 0.2 0.3

％ 1.6 2.2

％ 17.9 10.8

％ 64.3 100.0

Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ25
決算

Ｈ26
決算

Ｈ27
予算

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

212 166 240 228 228 228

52122001 212 166 240 228 228 228

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

34 38 78 78 78 78

52123001 34 38 78 78 78 78

指標② 不登校児童生徒数の復帰率 6.9 0.0 0.0 0.0

合　計

－ － － － －

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり
【配置校及び日数】西陵中学校（26日）、緑陽中学校（28
日）、鷲別中学校（31日）。以上３校を拠点校方式とし、
必要に応じ市内各小中学校のカウンセリングに対応した。
１校あたり年28週、週当たりの勤務時間は４時間程度。
※本事業の実施に係る人件費
　1,670千円【財源：道 1,418千円、市 252千円】

上記のとおり

Ｈ26

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

－ － －

スクールソーシャルワー
カー、心の教室相談員と共に
様々な事例等の情報共有を行
い、生徒個々の状況に応じた
対応が行える環境づくりに取
り組んだ。

維持

・学校生活において児童生徒
が抱える様々な悩みや不安
は、いじめ、不登校にもつな
がりやすく、気軽に相談でき
る体制を整えることは重要で
ある。
・児童生徒の問題行動等は複
雑・多岐にわたり、専門的な
知識を有するカウンセラーの
配置は、教職員、保護者に
とっても必要なことである。
・本事業は、北海道教育委員
会が行っているスクールカウ
ンセラー活用事業を活用した
ものであり、市が事業を実施
することは妥当であり、低予
算で行える事業であり、効率
性は高い。
・事業実施の効果が高まるよ
う、心の教室相談員、スクー
ルカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカーの連携強
化を図っていく。

児童・生徒が抱え
る問題の多様化、
複雑化により相談
件数の増加が予想
されることから、
心の教室相談員、
スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーの連携強化を
図り、今後もカウ
ンセリングの機能
充実を図ってい
く。

316 300 300 300 300

Ｈ25
以前

小・中学生 　児童生徒へのカウンセリング体制の充実を図るため、臨
床心理士などの専門家を配置した。
【配置校及び日数】西陵中学校（43日）、緑陽中学校（43
日）、鷲別中学校（29日）。以上３校を拠点校方式とし、
必要に応じ市内各小中学校のカウンセリングに対応した。
１校あたり年34週、週当たりの勤務時間は４時間程度。
※本事業の実施に係る人件費
　1,929千円【財源：道 1,850千円、市 204千円】

学校教育法、ス
クールカウンセ
ラー活用事業実施
要項

相談件数 件 379

H8 － ソフト
一般
会計

　児童生徒へのカ
ウンセリング体制
の充実を図ること
により、不登校や
いじめ等を未然に
防止するととも
に、それらの問題
に早期かつ適切に
対応することを目
的とする。

Ｈ25

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ27

上記のとおり

合　計

2 2-③

スクールカ
ウンセラー
活動経費 教育

委員
会

学校
教育
Ｇ

－ － － － － －

1 2-②

不登校・い
じめ対策経
費 教育

委員
会

学校
教育
Ｇ

H7

Ｈ27

上記のとおり

維持

不登校・いじめ対策について
は、学校だけでは対応が困難
なケースが増加しており、関
連事業との相乗効果を勘案し
て本事業を継続する。

教職員向けの研修
と併せて、スクー
ルソーシャルワー
カー、スクールカ
ウンセラー、心の
教室相談員による
支援と適応指導教
室、体験教室によ
る指導を中心に取
り組んでいく。

6 6 6 6

Ｈ25
以前

スクールソーシャルワーカー、ス
クールカウンセラー、心の教室相談
員と共に様々な事例等の情報共有を
行い、生徒個々の状況に応じた対応
が行える環境づくりに取り組んだほ
か、適応指導教室・体験教室を開設
して学校や家庭、関係機関等と連携
した取組を進めた。

Ｈ26

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

　教育指導専門員による教育相談や教職員研修会の開催、
保護者向けの広報紙による啓発等を実施した。
【事業内容（事業実績）】教育指導専門員２名配置（月～
金・９時17時）、教育相談及びいじめ相談電話（随時受
付）、校長会・教頭会の代表、各小中学校教諭等と構成す
る「不登校・いじめ等対策会議」開催（２回）、教職員を
対象とした研修会（２回）、「いじめ学習資料」の配布
（各小中学校に１回配布）、ふれあいサポート懇談会（２
回）、広報紙「手をつなぐ親と子」（１回発行）等
※本事業の人件費5,084千円（財源：市 5,084千円）

学校教育法

不登校・いじめ対
策会議：年２回、
ふれあいサポート
懇談会：年２回、
教職員研修会：年
２回

回 6 6

上記のとおり 上記のとおり

－ －

－ ソフト
一般
会計

　不登校やいじめ
等を未然に防止す
るとともに、それ
らの問題に早期か
つ適切に対応する
ことを目的とす
る。

Ｈ25

小・中学生
とその保護
者、教職員

Ｈ26

上記のとお
り

Ｈ27

上記のとお
り

名称

評価の判断理由、特記事
項など
（妥当性、有効性、効率性、
成果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ28以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期
間中（Ｈ24～Ｈ27）における事業内
容の変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

2-③ ２　豊かな人間性の育成 ③　教育相談の充実 ・児童生徒、保護者、教員が抱える不安や悩みごとに対して、各学校での教育相談をはじめ、スクールカウンセラーや「心の教育相談員」を配置し、教育相談体制の強化・充実を図ります。

3-①
３　たくましく生きるための健康や体力
づくり

①　健康や体力づくりの推進 ・学校、家庭、地域が連携し、子どもの健やかな心と体を育むため、「自らの健康を考えることや守る態度を養う」とともに、「運動するための体力」と「病気やストレスに対応する体力」のバランスの取れた体力づくりを推進します。

2-② ２　豊かな人間性の育成 ②　生徒指導・不登校対策の充実 ・小・中・高等学校の情報交流を通して、問題行動の早期発見や未然防止などの協議を進め、関係機関との連携を図り、生徒指導の充実に努めます。また、不登校対策では「不登校・いじめ対策会議」や「ふれあいサポート懇談会」等の充実を図り不登校児童生徒の解消に努めます。

3-③
３　たくましく生きるための健康や体力
づくり

③　地域との連携 ・友達との遊びや地域の人たちとの交流の機会など、子どもたちが積極的にスポーツや体力づくりに親しむ環境づくりを支援します。

3-④
３　たくましく生きるための健康や体力
づくり

④　指導者・指導技術の充実 ・子どもたちの主体的な体力づくりやスポーツ活動を支援する指導者の育成と指導技術の向上を支援します。

1-③ １　確かな学力の向上 ③　学び続ける意欲の醸成 ・各教科や道徳、特別活動、総合的な学習の時間の関連を図り、個に応じた指導を充実させるとともに、問題解決的学習や体験的な学習等を通して学び続ける意欲の醸成に努めます。

2-① ２　豊かな人間性の育成 ①　豊かな心を育む教育の充実 ・子どもの発達段階に応じ、学校の教育活動全体を通して、生命を大切にする心や思いやりの心、倫理観や規範意識、社会性など豊かな心を育む道徳教育を推進し、道徳教育の要となる「道徳の時間」の充実に努めるとともに、豊かな感性や情操を育む読書活動を推進します。

3-②
３　たくましく生きるための健康や体力
づくり

②　食育の推進 ・健全な食生活は、健康な心身を育み、望ましい食習慣の形成にとって大きな影響を及ぼすことから、家庭との連携を図りながら、新たな栄養教諭制度を中心に学校における食育を推進します。

1-① １　確かな学力の向上 ①　基礎・基本の定着 ・子どもたちの学習の定着度を把握し、一人ひとりの理解や習熟の程度に応じたきめ細かな指導を進め、基礎・基本の着実な定着を図ります。

1-② １　確かな学力の向上 ②　思考力、判断力、表現力、問題解決能力の育成 ・新しい学力観にたって、知識・技能はもとより、思考力、判断力、表現力、問題解決能力を育てるための指導計画を整え指導方法の工夫改善等、授業の改善を進め、確かな学力の定着を図ります。

施策
コード

施策の基本的な方向性 主要な施策 具体的な内容

0.2 0.3 0.2 0.2 0.2

2指標①-2 不登校児童生徒の割合（中学校） 1.8 2.2 2.4 2.1

目標値
Ｈ27

0.1

1.1

30.0

84.0

目標 自ら学び、自ら考えるなど「生きる力」の育成に努める。

指標名
中間値
Ｈ21

実績値
Ｈ22

実績値
Ｈ23

章 豊かな個性と人間性を育むまち

節 学校・家庭・地域と連携し心豊かな人間性を育む

施策 子どもたちの生きる力を育む

指標③ 教育実践研究校の指定校 115.40 138.4 107.6 92.3 115.4

0

実績値
Ｈ24

実績値
Ｈ26

実績値
Ｈ27

指標①-1 不登校児童生徒の割合（小学校）



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ25
決算

Ｈ26
決算

Ｈ27
予算

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

名称

評価の判断理由、特記事
項など
（妥当性、有効性、効率性、
成果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ28以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期
間中（Ｈ24～Ｈ27）における事業内
容の変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

146 146 178 178 178 178

52123002 146 146 178 178 178 178

国庫
支出金

道
支出金

教育総務費委託金
スクールソーシャ
ルワーカー活用事
業委託金

6 18 25 25 25 25

地方債

その他

一般
財源

52123004 6 18 25 25 25 25

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

17,701 18,017 18,378 18,617 18,617 18,617

52131001 17,701 18,017 18,378 18,617 18,617 18,617

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

63 85 26 103 58 13

52133001 63 85 26 103 58 13

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

児童生徒等の健康増進、保健
教育の振興に貢献する事業で
あり、学校保健教育の更なる
充実を図るため、市が本事業
を行うことは妥当である。

本表彰事業を継続
的に行うことによ
り、内外にその功
績を表すことを通
じて、学校保健教
育の更なる充実を
図っていく。

6 2 6 3 1

Ｈ25
以前

学校医、学
校歯科医、
学校薬剤師

児童生徒等の健康の保持増進と保険教育の振興に貢献した
学校医、学校歯科医及び学校薬剤師に対し、その功績を称
え表彰した。
【表彰区分】10年以上、20年以上、30年以上
【表彰実績】
・10年表彰対象者　１名
・20年表彰対象者　３名
・30年表彰対象者　０名

登別市立学校学校
医等表彰規程

表彰者数

― ― ― ― ―

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり
【表彰実績】
・10年表彰対象者　２名
・20年表彰対象者　０名
・30年表彰対象者　０名

上記のとおり

人 4

Ｓ56 － ソフト
一般
会計

　長年にわたり本
市市立学校の学校
医、学校歯科医及
び学校薬剤師とし
て、児童生徒等の
健康の保持増進と
保健教育の振興に
貢献した者に対
し、その功績を称
えることを目的と
する。

Ｈ25

6 3-③

学校医等表
彰経費

教育
委員
会

学校
教育
Ｇ

Ｈ27

上記のとおり

合　計

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり
【表彰実績】
・10年表彰対象者　３名
・20年表彰対象者　１名
・30年表彰対象者　２名

上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

― ― ―

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり 上記のとおり

Ｈ26

上記のとおり

－ － －

使用容器をプラスチックコッ
プから紙コップに変えたこと
で、衛生面・効率面の向上を
図った。

維持

－ －

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり実施中 上記のとおり

上記のとおり実施中

Ｈ27

上記のとおり

合　計

　児童生徒の心身の健康と更
なる充実を図るため、市が本
事業を行うことは妥当であ
る。

今後も事業を継続
し、児童生徒の健
康状態の把握及び
向上を図ってい
く。

3,547 3,534 3,534 3,534 3,534

Ｈ25
以前

小・中学生 児童・生徒の健康状態の把握及び向上のため、
健康診断やフッ化物洗口を実施した。また、学
校の衛生環境を保全するため、水道水の水質調
査等を行う環境衛生調査を実施した。

学校保健安全法

児童生徒数 人 3,607

－ －

5 3-①

児童生徒健
康診断等経
費 教育

委員
会

学校
教育
Ｇ

－ － － － － －

Ｈ27

上記のとおり

合　計

－

－ ソフト
一般
会計

　学校だけでは対
応しきれない、不
登校など生徒指導
上の問題を抱える
小・中学校におい
て、課題解決に向
けた校内体制の確
立を図ることを目
的とする。

Ｈ25

小・中学
生、教師等

Ｈ26

上記のとお
り

Ｈ27

上記のとお
り

－ － ソフト
一般
会計

学校保健安全法に
基づき、児童生徒
の健康の保持増進
及び心身の調和的
発達を図ることを
目的とする。

Ｈ25

－

維持

・いじめ、不登校問題の解決
には、学校、家庭、関係機関
との連携を図ることが不可欠
であり、今後も市が主体とな
り事業を推進する必要あるこ
とと、教育現場からのニーズ
も高く、他の関連事業と併せ
て実施することで相乗効果が
得られる事業であることか
ら、引き続き、事業実施する
ことが必要である。
・スクールソーシャルワー
カーが学校と関係機関等との
連携の構築に向け活動を行っ
たことで、これまで各学校が
課題としていた関係機関との
連絡調整等についてもパター
ン化が図られるなど効果的な
支援を行うことができた。
・事業実施の効果が高まるよ
う、心の教室相談員、スクー
ルカウンセラー、スクール
ソーシャルワーカーの連携強
化を図っていく。

心の教室相談員、
スクールカウンセ
ラー、スクール
ソーシャルワー
カーの連携強化を
図るとともに、生
徒指導にあたって
いる教師との懇談
やケース会議への
積極的な参加に重
点を置き、不登校
児童生徒の現有確
認や今後の対応等
について情報交流
を図っていく。

13 13 13 13

Ｈ25
以前

スクールカウンセラー、心の
教室相談員と共に様々な事例
等の情報共有を行い、生徒
個々の状況に応じた対応が行
える環境づくりに取り組ん
だ。

Ｈ26

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

Ｈ27

上記のとおり

合　計

4 2-③

スクール
ソーシャル
ワーカー活
用事業

教育
委員
会

学校
教育
Ｇ

H23

－ － － － － －

ソフト
一般
会計

　生徒の悩み相談
等に応じること
で、不登校やいじ
め等を未然に防止
し、生徒が心にゆ
とりを持ちストレ
スをためることの
ない環境をつくる
ことを目的とす
る。

生徒の悩み相談等に応じる心の教室相談員を配置した。
【配置人数】各校１人
【配置日数】幌別中学校（79日）、西陵中学校（87日）、
鷲別中学校（98日）、登別中学校（0日）、緑陽中学校
（92日）
【相談件数】26件（来室者数2,155人）
※本事業の実施に係る人件費
　1,296千円（財源：市 1,296千円）

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり実施中

　教育委員会から小・中学校に必要に応じて、スクール
ソーシャルワーカーを派遣（２名）した。また、スクール
ソーシャルワーカーの役割と活用について、教職員への理
解を深めてもらうため、スクールソーシャルワーカーが自
ら講師となり、不登校事例をテーマとした教職員研修会を
実施した。
※本事業の実施に係る人件費
　1,012千円（財源：道 748千円・市 264千円）

学校訪問を実施し
た学校

校 13 13

上記のとおり
※本事業の実施に係る人件費
　1,205千円（財源：道 1,111千円・市 94千円）

－

Ｈ26

上記のとお
り

上記のとおり
【配置人数】各校１人
【配置日数】幌別中学校（80日）、西陵中学校（84日）、
鷲別中学校（88日）、登別中学校（0日）、緑陽中学校
（99日）
【相談件数】 24件（来室者数  1,296 人）
※本事業の実施に係る人件費
　1,296千円（財源：市 1,296千円）

Ｈ26

学校生活において児童生徒が
抱える様々な悩みや不安は、
いじめ、不登校にもつながり
やすく、気軽に相談できる体
制を整えることは重要であ
る。また、気軽に相談できる
体制が確立されており、ふれ
あいを持て求めて来室する生
徒も多く、生徒との信頼関係
が形成されている。精神的に
安定した学校生活を送るため
にも必要な事業である。

児童・生徒が抱え
る問題の多様化、
複雑化により相談
件数の増加が予想
されることから、
今後もカウンセリ
ングの機能充実を
図っていく。

110 110 110

Ｈ25
以前

スクールソーシャルワー
カー、スクールカウンセラー
と共に様々な事例等の情報共
有を行い、生徒個々の状況に
応じた対応が行える環境づく
りに取り組んだ。

維持

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

－ －

相談件数※相談を
受けた件数のみ計
上

件 26 24 110

Ｈ25

中学生

3 2-③

心の教室相
談員活動経
費 教育

委員
会

学校
教育
Ｇ

H10 －



Action

事業の目的 年度

対象者等
※ハード事業
の場合は、施
設名を記載

事業の内容
根拠法令、条例、
要綱等

指標名 単位
Ｈ25
実績

Ｈ26
実績

Ｈ27
目標

Ｈ28
目標

Ｈ29
目標

Ｈ30
目標

Ｈ25
決算

Ｈ26
決算

Ｈ27
予算

Ｈ28
予算案

Ｈ29
予算案

Ｈ30
予算案

名称

評価の判断理由、特記事
項など
（妥当性、有効性、効率性、
成果）

今後の事業の方
向性
【Ｈ28以降】

事業
区分

会計
種別

Plan  ・  Do Check

事業概要 事業の成果、目標 各年度の決算額、当該年度の予算額、今後の予算案　【　単位　：　千円　】
第２期基本計画第３次実施計画期
間中（Ｈ24～Ｈ27）における事業内
容の変更・改善等の状況

評価
ＮＯ 施策

事業名
【事務事業
コード】

部名及びグ
ループ名

開始
年度

終了
年度

国庫
支出金

道
支出金

地方債

その他

一般
財源

1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

52134001 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400

41

Ｈ25

登別市中学
校体育連盟

クラブ活動加入者
数

人 861 878 878 878

ソフト
一般
会計

　スポーツを通し
て生徒の心身の健
康を増進するとと
もに、学校間の親
睦と交流を深める
ことを目的とす
る。

　市内中学校の体育活動振興のために活動する
中学校体育連盟に対し、その活動に必要な経費
の一部を助成した。
【登別市中学校体育連盟の事業実績】
体育大会の開催（春季・秋季）、理事会及び専
門委員会の開催（計５回）、西胆振及び胆振中
体連大会への参加等

Ｈ27

上記のとお
り

上記のとおり実施中

Ｈ27

上記のとおり

合　計

Ｈ26

上記のとお
り

市内中学校の体育活動振興のために活動する中
学校体育連盟に対し、その活動に必要な経費の
一部を助成した。
【登別市中学校体育連盟の事業実績】
体育大会の開催（春季・秋季）、理事会及び専
門委員会の開催（計２回）、西胆振及び胆振中
体連大会への参加等

Ｈ26

中学校体育連盟が主催する体
育大会等は、中学校生徒の部
活動等における目標となるも
のであり、体育振興、健康増
進、生徒間交流などに果たす
役割は大きいことから、今後
も事業を継続することが相当
である。

各種体育大会等の
実施と生徒が参加
できる環境を保障
するため、今後も
事業の継続を図っ
ていく。

41 41 41

Ｈ25
以前

事業実施中に不断の事務改善
を検討・実施しております
が、事業内容に変更はありま
せん。

維持

上記のとおり

878 878

クラブ活動数（各
校累計）

種類 38 41

7 3-④

中学校体育
連盟助成金

教育
委員
会

学校
教育
Ｇ

Ｓ57 －


